
官民連携の子育て支援事業「やわたはま銀座バスケット」の取組について（愛媛県八幡浜市）

八幡浜市では、令和元年６月より、子育て支援事業「やわたはま銀座バスケット」事業を行っている。や
わたはま銀座バスケット事業とは、地域・企業・行政が連携し、八幡浜銀座商店街を拠点として実施する
子育て支援事業の総称である。令和元年度には、以下の①～③の事業を実施した。

①休日子どもクラブ：長期休暇中等に開所する学童保育事業（地域ならではのプログラムを提供）

②ひとやすみCafe ：子育て世帯を中心に、ほっとひとやすみ出来る子育て支援イベントを企画

③VIVA!GINZA!：商店街のにぎわい創出と子育て支援の多様化を図るためのイベントを企画

担当 市民福祉部子育て支援課
取組概要

人口 33,219人（R2.1.1現在）

やわたはま銀座バスケット概要図

・延べ人数700人近くの方が来場

・①休日子どもクラブの満足度について→18名中17名が満足と回答

・次回も②ひとやすみCafeの企画を利用したいと思うか？というアンケート

→お子さん連れの方は全員「利用する」と回答

・利用者の感想やアンケートの意見は、好意的な内容が見られ、事業の継続

と発展を希望する方が多かった

・「子育て支援」の目的の下、商店街の空き店舗を

活用して官民連携で拠点を整備

・地域課題を踏まえ独自の補助制度を創設

・行政の部局や官民の垣根を超えたチームで、子育

て支援のアイデアを実現

・関係者で報連相を徹底し、小さな問題は即時解決

・限られた財源を無駄遣いしないようリサイクルをコン

セプトに

取組の効果

・やわたはま銀座バスケット事業は、地域・企業・行政
のどれか一つでも欠けていれば成立しない事業です。

・地域や企業の方々が持つ、地域のための豊かなアイ
デアを実現するために→補助金や制度を活用し、行
政が部局を横断して積極的に協働→地域の特性に
応じた官民連携の事業が実現するのではないかと思
います。

創意・工夫した点 他団体へのアドバイス ①休日子どもクラブ

②ひとやすみCafe 

③VIVA!GINZA!


